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進

藤

浩

司

名

古

屋

大

学

一

は

じ

め

に

伝
教
大
師
最
澄
（
七
六
六
／
七
六
七
〜
八
二
二
）
は
大
乗
戒
壇
の
独
立
を
主
張
し
、
南
都
僧
綱
と
の
間
に
激
し
い
論
争
を
行
っ
た
。

山

家
学
生
式

を
三
度
に
わ
た
っ
て
、
朝
廷
に
提
出
し
、
大
乗
戒
壇
の
独
立
を
主
張
す
る
最
澄
に
対
し
て
、
僧
綱
は
猛
烈
に
反
対
し
た
。
そ

の
南
都
側
か
ら
の
批
判
に
対
し
て
、
最
澄
は

顕
戒
論

に
お
い
て
さ
ら
に
反
論
を
試
み
る
。
一
方
、
最
澄
は
南
都
と
の
論
争
と
は
別
に
、

奥
州
の
徳
一
（
生
没
年
不
詳
）
と
も

法
華
経

と
三
乗
一
乗
の
権
実
問
題
に
つ
い
て
、
数
度
に
わ
た
る
論
争
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

守
護
国
界
章

等
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
論
争
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
平
行
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
両
方
の
論
争
は
、
敵
手
を
異
と
す
る
け
れ
ど
も
、
内
容
的
に

無
関
係
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
日
本
仏
教
戒
律
研
究
に
お
い
て
大
き
な
業
績
を
残
さ
れ
た
石
田
瑞
麿

氏
は
、
当
時
の
天
台
宗
の
状
況
か
ら
見
て
も
、
最
澄
は
南
都
に
も
徳
一
に
も
負
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
両
方
の
論
争
が
関

係
し
て
い
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て

１
い
る
。
し
か
し
、
両
論
争
は
同
時
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
思
想
内
容

の
関
係
性
や
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
も
そ
れ
ほ
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
小
論
で
は
、
徳
一
と
の
論
争
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に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成
果
が
、
大
乗
戒
壇
独
立
の
主
張
に
ど
の
よ
う
に
関
連
し
た
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
と
く
に
最
澄
の

法
華
経

に
対
す
る
主
張
に
注
目
し
て

察
し
て
み
た
い
。

二

大
乗
戒
壇
の
独
立
と
三
一
権
実
論
争

大
乗
戒
壇
の
独
立
は
、
最
澄
以
降
の
日
本
仏
教
の
方
向
を
示
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
主
張
で
は
あ
る
が
、

２
円
戒
そ
の
も
の
は
、
最
澄
が
全
く

新
し
く
創
出
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
最
澄
の
円
戒
の
思
想
的
根
拠
・
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が

え
ら
れ
て

い
る
。
智

、
湛
然
、
明
曠
と
い
っ
た
中
国
天
台
の
系
譜
か
ら
の
影
響
、
ま
た
南
都
に
お
け
る
道

律
師
の

南
唐
の
註
経

、
法
進
の

影
響
な
ど
が

え
ら
れ
て
い
る
。
天
台
宗
の
系
譜
で
は
、
理
戒
と
し
て
の
円
戒
を
主
張
す
る
傾
向
の
強
い
智

に
対
し
て
、
梵
網
戒
を
円

教
菩
薩
の
戒
と
し
て
重
視
す
る
湛
然
、
明
曠
の
影
響
が
強
い
と
言
わ
れ
る
。
と
く
に
明
曠
に
つ
い
て
は
、
最
澄
の
円
の
三
聚
思
想
の
源
流

と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
直
接
的
な
思
想
関
係
を
多
く
持
つ
と
思
わ

３
れ
る
。
し
か
し
、
最
澄
の
思
想
は
、
長
年
の
論
争
に
よ
っ
て
、
天
台
の

系
譜
や
最
澄
以
前
の
南
都
仏
教
か
ら
の
影
響
関
係
だ
け
で
は
収
ま
ら
な
い
独
自
の
部
分
も
出
て
き
た
と
思
わ

４
れ
る
。

大
乗
戒
壇
の
独
立
に
つ
い
て
は
、
法
相
宗
に
よ
る
相
奪
と
い
う
実
際
的
な
問
題
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
徳
一
を
中
心
と
す
る
論

敵
と
の
や
り
と
り
に
よ
っ
て
、
思
想
的
要
請
と
し
て
、
も
た
ら
さ
れ
た
部
分
も
大
き
い
と

え
る
。

円
戒
は
、
三
一
権
実
論
争
ま
で
含
め
た
場
合
、
論
争
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
徳
一
と
の
論
争
は
、
弘

仁
十
二
年
（
八
二
一
）
の

法
華
秀
句

の
完
成
で
一
応
の
終
わ
り
を
見
る
。
一
方
、

顕
戒
論

は
そ
の
前
年
に
朝
廷
に
提
出
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
三
一
権
実
論
争
の
中
心
的
史
料
で
あ
る

守
護
国
界
章

は
、
弘
仁
九
年
に
成
立
し
て
い
る
。
最
澄
と
徳
一
と
の
論
争
は
、

確
実
に
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
、
弘
仁
八
年
の

照
権
実
鏡

が
著
さ
れ
た
あ
た
り
か
ら
始
ま
る
が
、
そ
の
翌
年
に
小
乗
戒
棄
捨
を
行
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っ
て
い
る
。

照
権
実
鏡

に
始
ま
っ
た
論
争
は
、
幾
度
か
の
反
論
・
再
反
論
を
経
て
、
そ
の
論
争
の
成
果
は

守
護
国
界
章

と
し
て

結
実
し
、
さ
ら
に

法
華
秀
句

に
お
い
て
一
応
の
決
着
を
見
る
。

顕
戒
論

で
主
張
さ
れ
て
い
る
円
戒
は
、
ほ
ぼ
平
行
し
て
行
わ
れ

た
徳
一
と
の
論
争
か
ら
も
、
思
想
的
な
成
果
を
得
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三

円
戒
と
即
身
成
仏
思
想

最
澄
と
徳
一
と
の
論
争
は
、
一
乗
思
想
の
権
実
の
他
、

法
華
経

の
解
釈
と
権
実
、
天
台
教
学
と
法
相
教
学
に
つ
い
て
の
論
争
、
仏

性
論
争
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
た
め
複
雑
な
面
も
あ
り
、
一
義
的
に
整
理
を
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。
し
か
し
、
三
一
権
実
論
争
を
大

乗
戒
壇
独
立
の
論
争
に
つ
な
が
っ
て
い
く
一
連
の
論
争
と
い
う
視
点
で
捉
え
、
最
澄
の
主
張
を

察
の
便
宜
上
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ

と
と
し

５
た
い
。

・

法
華
経

の
権
実
に
つ
い
て
。

・
機
根
（
時
機
）
の
重
視
（
円
機
等
）。

・
即
身
成
仏
へ
の
方
向
性
。

一
般
に
三
一
権
実
論
争
と
言
わ
れ
る
成
仏
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
議
論
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

法
華
経

の
権
実
で
あ
り
、

所
化
の
衆
生
お
よ
び
機
根
も
、
そ
こ
か
ら
発
し
た
問
題
で
あ
る
の
で
、
別
の
問
題
で
は
な
い
。

徳
一
と
の
論
争
が
始
ま
る
少
し
前
と
思
わ
れ
る
が
、
弘
仁
七
年
（
八
一
六
）、
最
澄
は

依
憑
天
台
集

の
序
を
著
し
て
い
る
。
こ
れ

に
は
、

円
機
（
已
熟
）

と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
最
澄
は
、

我
日
本
天
下
、
圓
機
已
熟
、
圓
教
遂
興
。
此
間

後
生
、
各
執
自
宗
、
偏
破
妙
法
。
（

伝
教
大
師
全
集

以
下
、

伝
全

巻
三
・
三
四
三
頁
）
と
言
い
、
円
機
と
円
教
を
対
応
さ
せ
、
円
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教
で
あ
る
天
台
宗
が
興
っ
た
と
し
て
い
る
。
最
澄
に
は
論
争
以
前
か
ら
、
機
と
教
と
を
、
現
実
の
時
代
に
対
応
さ
せ
る
思
想
が
あ
っ
た
こ

と
が
分

６
か
る
。
こ
れ
は

法
華
秀
句

に
至
る
ま
で
、
最
澄
に
一
貫
し
た
思
想
的
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
晩
年
に

か
け
て
提
唱
さ
れ
た
即
身
成
仏
思
想
を
軸
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
最
澄
と
徳
一
と
の
議
論
が

顕
戒
論

に
い
か
に
つ
な
が
る
の
か
、
そ

の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

最
澄
は

守
護
国
界
章

に
お
い
て
直
道
、

決
権
実
論

に
お
い
て
大
直
道
、
さ
ら
に

法
華
秀
句

に
お
い
て
は
、
最
澄
の
思
想

の
到
達
点
の
一
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
即
身
成
仏
思
想
を
打
ち
出
す
。
さ
ら
に
、
一
乗
真
実
と
三
乗
方
便
に
つ
い
て
の
議
論
を
戦
わ
せ
る

過
程
に
お
い
て
、
機
根
、
時
機
に
つ
い
て
の
議
論
へ
と
論
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
徳
一
と
の
論
争
で
あ
る
三
一
権
実
論
争
で
深
め

ら
れ
た
議
論
で
あ
る
が
、
そ
の
成
果
は
円
戒
の
上
に
も
現
れ
て

７
い
る
。

顕
戒
論

開
示
頓
悟
漸
悟
両
種
菩
薩

直
之
行
明
拠
四
十
三

に
お
い
て
、
最
澄
は
僧
綱
か
ら
次
の
よ
う
に
論
難
さ
れ
る
。

僧
統
奏
曰
、
而
但
去
不
交
小
律
儀
、
法
華
經
云
、

汝
等
所
行
、
是
菩
薩
道
。

最
勝
王
經
云
、

欲
求
阿

菩
提
、
當
行
聲
聞
獨
覺

之
道
。

即
知
、
小
律
儀
外
、
更
無
大
律
儀
、
但
所
護
持
、
有

有
細
。
已
上
奏
文
。

（

顕
戒
論

、

伝
全

巻
一
・
一
四
九
頁

法
華
経

の

薬
草
喩
品

の
文
を
引
く
。

今

汝
等
、
説
最
實
事
、
諸
聲
聞
衆
、
皆
非
滅
度
。
汝
等
所
行
、
是
菩
薩
道
、
漸
漸
修

學
、
悉
當
成
佛
。
（
大
正
大
蔵
経

巻
九
・
二
〇
頁
中
段
）
と
あ
る
の
を
引
き
、

漸
漸
に
修
行
す
る

（
つ
ま
り
頓
悟
で
は
な
い
）
と
言
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
最
澄
は
、
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。

論
曰
、
汝
等
所
行
是
菩
薩
道
者
、
當
知
、
不
是
直
往
菩
薩
之
行
、
是
則
回
小
入
大
菩
薩
之
行
也
。
夫
學
神
通
乘
者
、
何
用
羊
象
乘
。

明
知
、
今
所
引
經
文
、
開
漸
悟
行
。
又
最
勝
王
經
、
當
學
二
乘
道
者
、
是
亦
漸
悟
菩
薩
之
行
、
不
宜
頓
悟
菩
薩
之
行
。
即
知
、
小
律
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儀
外
、
更
有
大
律
儀
、
強
關
大
道
、
示
其
小

。
十
魔
之
中
、
豈
不
其
一
哉
。
博

賢
哲
、
幸
照
回
直

。
（

伝
全

巻
一
・
一
四
九
頁

南
都
側
の
指
摘
し
た

菩
薩

と
い
う
の
は
、
直
往
菩
薩
で
は
な
く
て
、
回
小
入
大
菩
薩
で
あ
り
、

法
華
経

の
文
句
は
、
そ
の
行
の

こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
答
え
る
。
最
澄
は
、

法
華
経

に
関
わ
る
二
種
の
菩
薩
の
概
念
、

直
往
菩
薩

と

回
小
入
大
菩
薩

を
出
し

て
、
直
往
菩
薩
と
頓
悟
菩
薩
の
行
と
結
び
、
他
方
、
回
小
入
大
菩
薩
を
漸
悟
菩
薩
の
行
と
結
ん
で
い
る
。
僧
綱
か
ら

法
華
経

を
根
拠

に
批
判
さ
れ
た
最
澄
が
、
同
じ
く

法
華
経

の
解
釈
か
ら
反
論
し
た
も
の
に
は
違
い
な

８
い
が
、
最
澄
は
こ
こ
で
突
然
に
こ
の
よ
う
な
頓

漸
と
菩
薩
の
概
念
を
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

こ
れ
に
は
、
二
つ
の
根
拠
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
中
国
天
台
宗
の
明
曠
の
思
想
的
影
響
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
頓
漸
と

法
華
経

へ
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
の
徳
一
と
の
論
争
（

守
護
国
界
章

）
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
目
の
明
曠
か

ら
の
影
響
と
し
て
は
、
明
曠
は
別
教
菩
薩
は
漸
具
、
円
教
菩
薩
は
頓
具
と
し
、
そ
れ
が
最
澄
の
戒
律
に
つ
い
て
の
頓
漸
菩
薩
の
思
想
に
多

く
の
示
唆
を
与
え
た
と
思
わ

９
れ
る
。
も
う
一
つ
の
徳
一
と
の
論
争
の
成
果
と
い
う
の
は
、

顕
戒
論

の
こ
の
叙
述
の
伏
線
と
な
る
議
論

で
、

守
護
国
界
章

に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

食
者
曰
、
彼
云
、

聲
聞
藏
即
三
藏
教
也
。
菩
薩
藏
即
通
別
圓
教
也
。

決
定
聲
聞
説
教
名
三
藏
教
。

退
大
聲
聞
説
教
名
通
教

漸
悟
菩
薩
説
教
名
別
教
。

頓
悟
菩
薩
説
教
名
圓
教
。

今
謂
不
爾
。
若

退
大
聲
聞
説
教
名
通
教
、
亦

漸
悟
菩
薩
。
説
教
名

別
教
者
、
法
華
應
名
通
教
亦
名
漸
教
。
何
以
故
。
退
大
聲
聞
、
即
名
漸
悟
菩
薩
故
。
若
許
爾
者
、
法
華
不
應
妙
教

、
以

退
菩
提

心
之

利
弗
等
説
教
故
。
當
知
、
法
華
是
漸
教
、
非

圓
頓
。
何
以
知
者
、

論
云
、

引
接
一
類
不
定
種
性
聲
聞
、
諸
佛
説
一
乘
。

由
此
故
知
、
法
華
是
漸
教
、
非
圓
頓
教
。
法
華
會
中
、
授
佛
記
別

利
弗
等
八
千
聲
聞
、
是
退
菩
提
心
類
、
是
名
一
類
不
定
種
性
聲
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聞
、
此
回
心
向
大
以
後
、
復
轉
名
漸
悟
菩
薩
、
非
別
異
類
。

（

守
護
国
界
章

、

伝
全

巻
二
・
二
八
九
〜
二
九
〇
頁

食
者
と
い
う
の
は
、
徳
一
の
こ
と
で
あ
る
。
最
澄
に
よ
れ
ば
、
声
聞
・
縁
覚
も
い
ず
れ
大
乗
の
悟
り
を
開
く
は
ず
で
あ
る
が
、
徳
一
は

こ
れ
を
認
め
ず
、

彼
云

と
し
て
引
か
れ
た
天
台

10
智

の
説
を
批
判
し
つ
つ
、

法
華
経

を
聞
い
て
悟
る
の
は
、
不
定
性
の
声
聞
で
あ

る
か
ら
、

法
華
経

は
円
頓
教
で
は
な
く
、
漸
悟
の
菩
薩
の
た
め
の
教
で
あ
る
と
す
る
。

愍
喩
曰
、
法
華
應
名
通
教
、
亦
名
漸
教
。
何
以
故
。
退
大
聲
聞
、
即
名
漸
悟
菩
薩
故
、
此
亦
不
爾
。
漸
悟
有
多
種
故
。
若

退
大
聲

聞
説
教
名
通
教
者
、
謂
未
開
通
教
也
。
今
已
開
以
後
、
無
隔
別
通
教
、
雖
有
四
教
名
、
同
見
佛
性
故
、
雖
有
漸
教
名
、
而
圓
家
之
漸
、

非
漸
家
之
漸
。
今
法
華
經
者
、
正
已
開
經
故
、
不

隔
別
通
、
非
是
引
漸
教
、
不

漸
家
漸
。
又
漸
悟
菩
薩
者
、
謂
歴
劫
修
行
菩
薩
、

名

漸
悟
菩
薩
、

此
漸
悟
菩
薩
、
説
歴
劫
修
行
、
名

別
教
、
非
是
回
小
入
大
等
、
新
名

漸
菩
薩
等
。
今
法
華
經
者
、
退
大
二

乘
者
、
調
熟
前
通
教
、
令
進
入
寶
所
、
非
誘
引
之
漸
、
非
是
通
教
漸
。

（

伝
全

巻
二
・
二
九
〇
〜
二
九
一
頁

こ
れ
に
対
し
て
、
最
澄
の
主
張
は
こ
う
で
あ
る
。
四
教
の
名
が
あ
る
と
は
言
っ
て
も
、
同
じ
く
仏
性
を
見
る
故
に
、
ま
た
漸
教
の
名
前
が

あ
る
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
円
の
教
え
で
あ
る
天
台
宗
の
漸
で
あ
っ
て
、
漸
教
を
説
く
人
々
の
漸
で
は
な
い
。
今
こ
の

法
華
経

は
ま

さ
し
く
已
に
開
か
れ
た
経
典
で
あ
っ
て
、
円
教
に
通
じ
る
前
の
通
教
（
隔
別
の
通
教
）
に
含
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
漸
に
引
く

教
え
で
は
な
い
の
で
、
漸
家
の
漸
と
同
じ
で
は
な
い
。
ま
た
漸
悟
の
菩
薩
と
い
う
の
は
、
そ
の
意
味
は
気
の
遠
く
な
る
ほ
ど
長
い
間
修
行

す
る
菩
薩
の
こ
と
を
い
い
、
そ
れ
を
名
づ
け
て

漸
悟
の
菩
薩

と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
漸
悟
の
菩
薩
の
た
め
に
歴
劫
修
行
を
説
き
、

そ
の
教
え
を
別
教
と
名
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
新
し
く
小
乗
か
ら
大
乗
に
入
っ
た
も
の
を
新
た
に
漸
悟
の
菩
薩
な
ど
と
呼
ぶ
の
で
は
な

い
。
今

法
華
経

は
、
大
乗
か
ら
退
い
て
し
ま
っ
た
小
乗
の
修
行
者
達
が
、
前
の
通
教
を
調
熟
し
て
、
宝
所
に
進
み
入
ら
せ
る
の
で
あ

る
。
誘
引
の
漸
で
は
な
く
、
通
教
の
漸
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
法
華
一
乗
は
、
三
諦
が
円
か
に
融
け
あ
っ
て
い
る
と
い
う
円
融
三
諦
の
教

一
八
〇

円
戒
と
三
一
権
実
論
争
（
進
藤
浩
司
）



え
、
仏
が
自
ら
そ
の
ま
ま
に
真
理
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
随
自
意
の
教
え
を
摂
す
、
と
い
う
。

要
す
る
に
、
徳
一
の
言
う

漸

は
漸
家
の
漸
で
あ
っ
て
、
円
家
の
漸
は
そ
の
よ
う
な
誘
引
の
漸
で
は
な
い
と
す
る
。
漸
悟
菩
薩
と
い

う
の
は
、
歴
劫
の
修
行
を
な
す
菩
薩
を
言
う
の
で
あ
っ
て
、

法
華
経

を
聞
い
て
大
乗
に
回
心
し
た
声
聞
を
新
た
に
漸
悟
菩
薩
と
言
う

の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
最
澄
は
、
漸
悟
菩
薩
を
歴
劫
修
行
の
菩
薩
と
し
、
そ
の
修
行
を
行
う
菩
薩
を
別
教
の
菩
薩
と
し
て
し

て
い
る
。
ま
た
、
回
小
入
大
の
菩
薩
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

漸
悟
菩
薩

と

頓
悟
菩
薩

と
い
う
術
語
自
体
は
智

法
華
玄
義

よ
り
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
智

お
よ
び
湛
然
に
は
術
語
と
し
て
は
ほ
ぼ
こ
の
一
箇
所
し
か
な
く
、
最
澄
が
漸
悟
菩
薩
・
頓
悟
菩

薩
を
多
用
す
る
の
は
、
徳
一
と
の
議
論
に
よ
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
前
掲
の

顕
戒
論

は
、
こ
の
徳
一
と
の
議
論
を
引
き
継
い
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。

守
護
国
界
章

に
お
け
る
こ
の
議
論

は
、
徳
一
の
論
難

此
回
心
向
大
以
後
、
復
轉
名
漸
悟
菩
薩
、
非
別
異
類
。

に
対
し
て
、
最
澄
が
反
論
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

回
心
向

大

と

法
華
経

の
位
置
づ
け
が
、
最
澄
に
と
っ
て
大
き
な
関
心
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
大
乗
寺
、
小
乗
寺
の
別
が
あ
る
と
し
、
大

乗
戒
と
小
乗
戒
の
別
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
た
め
に
、
南
都
側
か
ら
直
接
的
に
批
判
の
対
象
と
な
っ
た

四
条
式

の
正
式
題
に
も
窺
わ

れ
る
。

天
台
法
華
宗
年
分
度
者
回
小
向
大
式

の

回
小
向
大

と
は
、

法
華
経

を
意
識
し
た
言
い
方
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な

く
、
天
台
法
華
宗
が

法
華
経

の
解
釈
に
お
い
て
正
統
的
立
場
で
あ
る
こ
と
を
自
負
し
た
式
名
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

法
華
経

の
教
化
の
対
象
に
つ
い
て
は
、
南
都
側
か
ら
の
論
難
に
も
、
徳
一
か
ら
の
論
難
と
同
じ
よ
う
な
内
容
の
批
判
と
な
っ
て
現

れ
て
い
る
。

開
示
終
利
小
機
謬
明
拠
三
十
九

に
は
、

僧
統
奏
曰
、
然
法
華
一
乘
、
初

聲
聞
、
故
三
周
説
、
終
利
小
機
。
已
上
奏
文

（

伝
全

巻
一
・
一
三
八
頁
）
と
あ
り
、

法
華
経

は
小
機
（
小
乗
）
を
教
化
す
る
経
典
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
る
。
こ
の
批
判
に
対
し
て
、

最
澄
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

一
八
一

円
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司
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論
曰
、
小
機
時
熟
、

説
小
乘
。
若
大
機
熟
、

説
大
教
。
未
聞

小
機
三
周
説
一
乘
、
恐
章
疏
謬
也
。
法
華
三
周
、
説
圓
一
乘
、

終
利
大
機
。
皆
與
佛
記
。
所
以
四
十
餘
年
、
不
得
顯
説
者
、
皆
由
大
機
未
純
熟
故
。
經
云
、
所
以
未
曾
説
、
説
時
未
至
故
。
豈
不
待

大
機
哉
、
今
僧
統
云
初

聲
聞
、
故
三
周
説
、
終
利
小
機
、
深
足
可
怪
也
。

（

伝
全

巻
一
・
一
三
八
頁

最
澄
の
主
張
は
、

法
華
三
周
、
説
圓
一
乘
、
終
利
大
機

に
あ
る
。
た
だ
機
が
熟
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
説
時
が
至
ら
な
か
っ
た
の

だ
と
す
る
。
徳
一
が

法
華
経

に
教
化
さ
れ
た
声
聞
の
こ
と
を
例
に
挙
げ
て
、
小
機
を
利
益
し
た
と
し
、
そ
れ
に
対
し
て
、
最
澄
が
反

論
し
た
前
出
の

守
護
国
界
章

当
該
箇
所
と
内
容
的
に
ほ
ぼ
同
じ
も
の
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
問
い
は
最
澄
に
と
っ
て

は
、
僧
綱
の
批
判
に
よ
っ
て
初
め
て
聞
く
と
い
う
の
で
は
な
く
、
す
で
に
経
験
済
み
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
徳
一
と
の
論
争
成
果
が
南
都

と
の
そ
れ
に
お
い
て
、
形
を
変
え
て
現
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

最
澄
が

顕
戒
論

に
お
い
て
、
大
乗
戒
壇
の
独
立
を
訴
え
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

法
華
経

と

梵
網
経

の
正
依
・
傍
依
の
位

置
づ
け
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
も

11
あ
る
。
し
か
し
、
最
澄
自
身
が
、

自
今
以
後
。
吾
堂
學
生
。
永
洗
三
毒
心
。
仰
法
華
制
。
不
期
羊
象

駕
。
可
遊
後
三
駕
。
（

天
台
法
華
院
得
業
学
生
式

、

伝
全

巻
一
・
二
一
〜
二
二
頁
）
等
と
度
々
述
べ
る
よ
う
に
、

法
華
経

の
権
実
、

あ
る
い
は
天
台
教
学
の
正
否
に
つ
い
て
の
徳
一
と
の
議
論
が

顕
戒
論

の
前
哨
、
あ
る
い
は
ほ
ぼ
平
行
し
て
あ
っ
た
こ
と
を

え
る
と
、

最
澄
は
、

法
華
経

の
権
実
に
円
戒
を
収
め
る
こ
と
に
強
い
意
識
を
持
っ
て
い
た
と

え
な
け
れ
ば
な
ら

12
な
い
。

以
上
、
三
一
権
実
論
争
に
お
け
る
直
道
思
想
と

法
華
経

の
関
わ
り
、
さ
ら
に
そ
の

顕
戒
論

へ
の
つ
な
が
り
を
追
っ
て
み
た
。

大
乗
戒
壇
独
立
の
論
争
と
三
一
権
実
論
争
と
は
、
直
接
の
論
争
相
手
を
異
と
す
る
。
し
か
し
、
法
相
宗
を
中
心
勢
力
と
す
る
南
都
仏
教
に

対
し
て
、

法
華
経

の
正
統
的
解
釈
を
も
っ
て
自
ら
任
じ
る
天
台
宗
の
立
場
を
表
明
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
り
、

法
華

13
の
制

で
あ
る
こ
と
は
、
大
乗
戒
壇
独
立
に
つ
い
て
の
南
都
に
対
す
る
反
論
で
あ
っ
て
も
、
立
場
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
の

一
八
二

円
戒
と
三
一
権
実
論
争
（
進
藤
浩
司
）



だ
と
思
わ
れ
る
。

四

円

戒

と

時

機

即
身
成
仏
、
あ
る
い
は
そ
の
関
連
と
な
る
直
道
の
思
想
に
も
窺
え
る
よ
う
に
、
最
澄
の
思
想
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
よ
く
あ
げ
ら
れ
る

の
は
、
機
根
の
重
視
で
あ
る
。
ま
た
、
大
乗
寺
と
そ
の
戒
律
で
あ
る
大
乗
戒
と
小
乗
寺
と
そ
の
戒
律
で
あ
る
小
乗
戒
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し

て
提
出
し
た
最
澄
は
、
そ
の
機
根
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
も
徳
一
と
の
論
争
と
関
わ
る
部
分
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

最
澄
は
若
年
時
か
ら
深
刻
な
末
法
意
識
（
法
滅
感
）
を
持
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
、
そ
の
こ
と
が
入
山
の
頃
に
著
さ
れ
た

願
文

の

悠

悠
三
界
、
純
苦
無
安
也
。
擾
擾
四
生
、
唯
患
不

也
。
牟
尼
之
日
久

、
慈
尊
月
未
照
。
近
於
三
災
之
危
、

於
五
濁
之
深
。
（

伝
全

巻
一
・
一
頁
）
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
早
く
か
ら
、
正
法
へ
の
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
最
澄
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

顕
戒

論

に
も
引
き
継
が
れ
、
幾
度
か
現
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

顕
戒
論

に
お
い
て
、
最
澄
は
、
度
々
、
山
修
山
学
に
つ
い
て
触
れ
、
そ
の
時
節
の
根
拠
と
し
て
、

開
示
知
時
住
山
明
拠
四
十
七

に
は
、

法
滅
尽
経

か
ら

魔
道
興
盛
、
魔
作
沙
門
、

吾
道
、
著
俗
衣
裳
。
…
…
中
略
…
…
時
有
菩
薩
、
辟
支
、
羅
漢
、
精
進
比

丘
、
衆
魔

逐
發
遣
、
不
預
衆
會
。
三
乘
入
山
、
福
徳
之
地
、
淡
泊
自
守
、
以

欣
快

と
引
い
た
上
で
、

今
已
知
時
。
誰
不
登
山

也
。
（

伝
全

巻
一
・
一
五
六
頁
）
と
結
論
し
て

14
い
る
。
法
滅
の
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
山
に
入
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

え
は
、
比
叡
山
入
山
の
動
機
そ
の
も
の
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、
最
澄
が
も
と
も
と
持
っ
て
い
た
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ
の
点
に
つ

い
て
も
、
徳
一
と
の
議
論
を
通
し
て
、
修
行
と
時
代
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
の

察
を
深
め
て
お
り
、

顕
戒
論

に
つ
な
が
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
最
澄
は
、
像
法
末
期
と
い
う
時
代
へ
の
観
察
と
、
修
行
の
関
係
に
つ
い
て
、

守
護
国
界
章

に
お
い
て
、
明
確
に
時
代

一
八
三

円
戒
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三
一
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司
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と
修
行
と
機
根
の
関
係
を
徳
一
に
対
し
て
示
し
て
い
る
。

食
者
所
示
多
分
小
乘
止

者
、
相
似
歩
行
迂
回
道
。
又
多
分
菩
薩
止

者
、
相
似
歩
行
歴
劫
道
。
此
二
歩
行
道
、
有
教
無
修
人
。

當
今
人
機
、
皆
轉
變
、
都
無
小
乘
機
。
正
像
稍
過
已
、
末
法
太
有
近
。
法
華
一
乘
機
、
今
正
是
其
時
。
何
以
得
知
、
安

行
品
末
世

法
滅
時
也
。

（

伝
全

巻
二
・
三
四
九
頁

現
在
（
当
時
）
の
よ
う
な
末
法
の
時
代
に
甚
だ
近
い
時
代
に
お
い
て
は
、
そ
の
時
代
に
合
っ
た
修
業
が
あ
る
と
す
る
。
今
は
、

法
華
経

の

安
楽
行
品

に
示
す
法
滅
の
時
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

法
華
経

の
安
楽
行
は
、
最
澄
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
光
定
の

伝
述
一
心
戒
文

に
も
明
確

に
主
張
さ
れ
て
い

15
る
が
、

顕
戒
論

に
お
い
て
も
、
僧
綱
が
最
澄
の

安
楽
行
品

の
解
釈
を
批
判
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。

開
示
其
安
楽
行
是
上
地
行
謬
明
拠
四
十

に
、
僧
綱
が

僧
統
奏
曰
、
其
安

行
、
是
上
地
行
、
非
謂
地
前
凡
夫
菩
薩
。
故
經
云
菩
薩

摩

薩
也
。
（

伝
全

巻
一
・
一
三
八
頁
）
と
言
い
、
こ
れ
に
対
し
て
最
澄
は
、

論
曰
、
持
品
上
位
、
不
用
四
行
。
安

下
位
、
必
修

四
行
。
摩

薩
之
言
、
定
通
上
下
。
（

伝
全

巻
一
・
一
三
九
頁
）
と
答
え
、
安
楽
行
は
下
品
の
菩
薩
に
通
じ
る
も
の
と
し
て
答
え
て
い

る
。
こ
の
箇
所
の
僧
綱
の
批
判
は
、
最
澄
の
言
う

法
華
の
制

を
批
判
し
た
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
最
澄
が
僧
綱
へ
の
反
論
と
し

て
揚
げ
た

安
楽
行
品

の

又
不
親
近
求
聲
聞
、
比
丘
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
夷
。
亦
不
問
訊
。
若
於
房
中
、
若
經
行
處
、
若
在
講

堂
中
、
不
共
住
止
。
（

伝
全

巻
一
・
一
三
九
頁
）
を
指
す
と
さ
れ
る
。

四
条
式

の
中
で
、
最
澄
が
直
接
、

安
楽
行
品

の
当
該
箇

所
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
主
張
の
根
拠
を
理
解
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

安
楽
行
品

は
、
末
法
時
の

菩
薩
の
修
行
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
徳
一
と
の
議
論
に
お
い
て
は
、
前
掲
の

守
護
国
界
章

の
史
料
の
よ
う
に
、
末
法
あ
る
い

は
像
法
末
期
の
時
代
の
修
行
の
あ
り
方
と
し
て
重
要
な
根
拠
と
さ

16
れ
る
。

安
楽
行
品

の
み
で
は
な
く
、
末
法
法
滅
の
根
拠
と
受
持
経

一
八
四

円
戒
と
三
一
権
実
論
争
（
進
藤
浩
司
）



典
と
し
て
の

法
華
経

と
い
う
と
ら
え
方
は
、

法
華
秀
句

に
は
傾
向
を
さ
ら
に
強
め
て
明
確
に
現
れ
て
い
る

17
か
ら
、
安
楽
行
を
中

心
と
し
た

法
華
経

を
大
乗
戒
の
重
要
な
根
拠
と
し
て
置
く
と
い
う
こ
と
は
、
大
乗
戒
が
正
像
末
の
時
代
と
大
き
く
関
係
す
る
と

え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

最
澄
に
円
の
三
学
思
想
が
あ
る
と
し
て
引
か
れ
る

顕
戒
論

の
末
尾
の

に
は
、

圓
教
法
泉
開
心
地

圓
機
衆
生
得
見
水

一
乘

出
家
年
年
雙

圓
教
三
學
未
具
足

二
學
雖
芽
未
戒
學

是
以

鱗
請
圓
戒
。
（

伝
全

巻
一
・
一
九
七
頁
）
と
あ
り
、
円
教
の
三
学
の

う
ち
戒
だ
け
が
備
わ
っ
て
い
な
い
と
す
る
。
円
教
の
興
隆
に
つ
い
て
、
す
で
に
最
澄
は
円
機
已
熟
の
思
想
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
不
十
分

な
が
ら
も
、
円
教
に
つ
い
て
は
、
二
人
の
年
分
度
者
も
い
る
こ
と
で
あ
り
、
一
応
整
っ
て
い
る
。
戒
も
法
華
の
制
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、

別
物
で
は
な
い
。
だ
か
ら
ぜ
ひ
と
も
円
戒
が
必
要
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
単
な
る
文
飾
で
は
な
く
、
大
乗
戒
の
背
景
に
あ
る
理

念
は

法
華
経

に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
、
大
乗
戒
壇
独
立
も
、

法
華
経

の
理
念
に
よ
っ
て
、
機
根
と
時
代
に
合
っ
た
も
の
を
成
す
べ

き
と
い
う
最
澄
の
主
張
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
理
念
中
国
に
先

が
あ
り
、
最
澄
が
若
年
か
ら
持
っ
て
い
た
と
い
う
面
も
あ

る
け
れ
ど
も
、
徳
一
と
の
議
論
に
お
い
て
、
よ
り
明
確
化
、
先
鋭
化
し
た
と
い
う
様
子
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

五

お

わ

り

に

最
澄
の
思
想
は
、
大
乗
戒
壇
独
立
の
主
張
と
三
一
権
実
論
争
で
代
表
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
行
わ
れ
た
議
論

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
争
に
は
個
別
の
背
景
や
内
容
も
あ
る
が
、
中
心
的
な
思
想
に
つ
い
て
は
、
お
互
い
に
関
連
す
る
。
そ
の
こ
と
を

即
身
成
仏
思
想
と
機
根
の
強
調
、
お
よ
び
そ
の
理
論
的
背
景
と
な
る

法
華
経

の
時
代
観
に
探
っ
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
最
澄
の
若
年

時
か
ら
持
っ
て
い
た
思
想
や
天
台
教
学
の
持
つ
思
想
が
、
徳
一
と
の
議
論
に
よ
っ
て
取
捨
選
択
、
あ
る
い
は
深
化
を
遂
げ
、

顕
戒
論

一
八
五

円
戒
と
三
一
権
実
論
争
（
進
藤
浩
司
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の
円
戒
に
現
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
戒
の
問
題
は
、
本
論
で
取
り
上
げ
た
他
に
も
、

授
菩
薩

18
戒
儀

、

内
証
仏
法
血
脈
譜

な

ど
い
く
つ
か
触
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
論
書
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
回
を
改
め
て

察
し
た
い
。

註１

石
田
瑞
麿

日
本
仏
教
に
お
け
る
戒
律
の
研
究

在
家
仏
教
協
会

一
九
六
三
、
第
三
章

最
澄
の
戒
律

（
一
三
〇
頁
）
参
照
。

２

な
お
、
円
戒
と
言
っ
た
場
合
の

円

で
あ
る
が
、
平
了
照

円
戒
の
円
に
つ
い
て

（

戒
律
の
世
界

渓
水
社

一
九
九
三
）、
お
よ

び
高
佐
宣
長

圓
戒
の
圓
を
め
ぐ
っ
て

（

印
度
学
仏
教
学
研
究

三
六
｜
二

一
九
八
八
）
等
を
参
照
。

円

が
何
を
定
義
す
る
か
に

つ
い
て
は
、
梵
網
戒
と
法
華
の
位
置
づ
け
の
問
題
も
あ
っ
て
厳
密
に
定
義
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
円
戒
、
円
教
、
円
機
、
円
三
学
と
い
っ

た
円
に
ま
つ
わ
る
用
例
か
ら
、
こ
の
論
文
で
は
、
天
台
円
教
の
円
と
い
う
よ
う
な
広
い
意
味
で
取
っ
て
い
る
。

３

中
国
天
台
宗
か
ら
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
前
掲
石
田
書
、
第
三
章
第
二
節
お
よ
び
、
小
寺
文
穎

伝
教
大
師
に
及
ぼ
し
た
明
曠
疏
の
影
響

小
乗
戒
棄
捨
の
問
題
を
め
ぐ
り
て

（

印
度
学
仏
教
学
研
究

一
五

一
九
六
五
）
を
参
照
。
小
寺
論
文
は
、
明
曠
の

円
の
三

聚

を
最
澄
が
伝
承
し
た
こ
と
に
注
目
し
、
さ
ら
に
智

、
湛
然
、
明
曠
の
三
者
の
戒
律
思
想
を
比
較
す
る
。
と
く
に
明
曠
と
最
澄
の
戒
律

観
の
近
さ
に
注
目
し
、

円
教
菩
薩
は
行
布
不
次
第
に
よ
る
十
重
四
十
八
軽
を
頓
具
す
る
と
い
う
の
が
明
曠
の
主
張
で
あ
っ
た

と
し
、
ま

た
明
曠
の
影
響
を
強
く
受
け
た
最
澄
も
、

つ
ま
り
、
小
乗
戒
を
次
第
し
な
い
で
円
心
を
発
し
て
直
に
梵
網
を
頓
具
す
る
頓
行
菩
薩
の
立
場

に
立
っ
た

と
さ
れ
る
。

４

前
掲
石
田
書
に
は
、
道

、
聖
徳
太
子
、
行
基
に
注
目
さ
れ
て
い
る
（
二
五
五
〜
二
八
八
頁
）。
道

に
つ
い
て
は
、
そ
の
撰
と
さ
れ
る

南
唐
の
註
経
（
註
梵
網
経
）

が
最
澄
に
よ
っ
て
引
か
れ
て
お
り
、
ま
た
法
進
の
梵
網
経
の
註
に
つ
い
て
も
、

伝
述
一
心
戒
文

（

伝

全

巻
一
・
五
六
五
頁
）
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
最
澄
の
参

と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
最
澄
の
梵
網
戒
に
つ
い
て
の
解
釈
を

え
る

上
で
の
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
最
澄
は
自
説
の
根
拠
と
す
る
の
に
忙
し
い
た
め
、
影
響
関
係
を
単
純
に
表
し
た
も
の
で
は
な
い
。
論

敵
と
の
論
争
の
た
め
に
、
多
く
の
仏
典
・
論
書
を
引
く
と
い
う
過
程
を
通
し
て
、
最
澄
独
自
の
思
想
を
形
成
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

５

円
戒
に
は
様
々
な
側
面
が
あ
る
が
、
成
仏
思
想
と
し
て
の
円
戒
は
、
浅
井
圓
道

伝
教
大
師
と
法
華
思
想
の
連
関

（
坂
本
幸
男
編

法

華
経
の
思
想
と
文
化

平
楽
寺
書
店

一
九
六
五
）
お
よ
び
高
佐
宣
長

最
澄
の
成
仏
観
を
め
ぐ
っ
て

（

仏
教
学

第
三
十
号

一
九

一
八
六

円
戒
と
三
一
権
実
論
争
（
進
藤
浩
司
）



九
一
）
を
参
照
。

６

円
機
に
つ
い
て
は
、

顕
戒
論

末
尾
の

（

伝
全

巻
一
・
一
九
七
頁
）
に
も
触
れ
る
。
こ
の

に
つ
い
て
は
、
本
文
第
四
節

円
戒

と
時
機

に
論
及
し
て
い
る
。

７

術
語
と
し
て
、

即
身
成
仏

と
い
う
も
の
が
最
澄
の
著
作
に
現
れ
る
の
は
、

法
華
秀
句

が
初
め
で
あ
る
が
、
類
似
概
念
と
し
て
、
直

道
、
大
直
道
、
頓
悟
菩
薩
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
術
語
か
ら
見
た
思
想
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

最
澄
の
頓
と
漸

術
語
か
ら
見
た
即

身
成
仏

（

仏
教
学

五
〇

二
〇
〇
八
）
に

察
し
た
。

８

石
田
前
掲
書
（
二
〇
二
頁
〜
二
〇
五
頁
）
で
は
、
こ
の
南
都
側
の
主
張
は
、
南
都
戒
に
と
っ
て
法
華
開
会
の

え
が
大
き
な
支
柱
で
あ
っ

た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
最
澄
自
身
の
論
か
ら
も
、
法
華
已
開
後
に
お
い
て
は
回
小
入
大
菩
薩
の
行
は
必
ず
し
も
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

の
に
、
こ
こ
で

不
必
定
入
定
入
印
経

を
引
き
、
南
都
側
の
戒
を
回
小
入
大
菩
薩
の
行
と
す
る
の
は
、
最
澄
側
の
一
方
的
な
論
に
よ
る
も

の
と
述
べ
て
い
る
。

９

明
曠

天
台
菩
薩
戒
疏

（
大
正
大
蔵
経

巻
四
〇
・
五
八
四
頁
上
段
）。
註

３

小
寺
論
文
を
参
照
。

10

法
華
玄
義

（
大
正
大
蔵
経

巻
三
三
・
八
一
四
頁
上
段
）。

11

註

12

参
照
。

12

法
華
経

あ
る
い
は

梵
網
経

の
正
依
・
傍
依
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
平
了
照

円
戒
の
円
に
つ
い
て

（

戒
律
の
世
界

渓
水
社

一
九
九
三
）
に
従
来
の
説
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
石
田
前
掲
書
で
は
、
戒
律
に
お
い
て
は
梵
網
を
主
と
し
法
華
は
副
次
的
立
場
と
解
釈
さ

れ
て
い
る
が
（
二
〇
八
頁
）、

法
華
経

が
円
戒
に
お
い
て
、
大
き
な
位
置
づ
け
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
法
華
権
実
論
争

と
し
て
の
側
面
を
持
つ
徳
一
と
の
論
争
成
果
が
現
れ
て
い
る
と

え
ら
れ
る
。

13

天
台
法
華
院
得
業
学
生
式

（

伝
全

巻
一
・
二
一
頁
）、

顕
戒
論

（

伝
全

巻
一
・
七
三
頁
、
七
八
頁
）。

14

他
に
山
修
山
学
を
主
張
し
た
章
と
し
て
は
、

開
示
蘭
若
修
学
第
一
義
諦
六
波
羅
蜜
明
據
四
十
八

（

伝
全

巻
一
・
一
五
六
頁
）
等
。

15

先
師
云
、
今
我
山
家
宗
、
寄
安

行
品
文
、
不
依
小
乘
戒
、
而
依
大
乘
戒
、
約
法
華
意
。
（

伝
全

巻
一
・
五
六
六
頁
）

16

白
土
わ
か

安
楽
行
に
つ
い
て

（
佐
々
木
教
悟
編

戒
律
思
想
の
研
究

平
楽
寺
書
店

一
九
八
一
）
参
照
。

17

法
華
秀
句

（

伝
全

巻
三
・
六
五
〜
六
六
頁
、
二
七
〇
頁
、
二
七
四
頁
、
二
七
六
頁
）
等
。

18

授
菩
薩
戒
儀

に
お
い
て
も
、
戒
と
成
仏
の
遅
速
を
結
び
つ
け
て
い
る
（

伝
全

巻
一
・
三
〇
四
〜
三
〇
五
頁
）。
著
作
年
次
は
不
明

一
八
七

円
戒
と
三
一
権
実
論
争
（
進
藤
浩
司
）



な
の
で
、
そ
の
時
期
に
よ
っ
て
は

察
を
修
正
・
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
八
八

円
戒
と
三
一
権
実
論
争
（
進
藤
浩
司
）
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